
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 覧 

夏から 実りの秋 そして冬へ 

竜西保育園からこんにちは 
令和 ５年 １月 

地域の皆様こんにちは。日頃から竜西保育園を温かく見守っていただきありがとうございます。季節は

秋から冬へと流れる中、子どもたちは大きな行事や様々な遊びを経験してたくましく成長しています。 

そんな子どもたちの姿をご紹介します。今後も引き続きご指導と応援をよろしくお願いいたします。 

 

 
広い園庭では、朝から様々なあそびが繰り広げられています。身近な

自然物を使ったごっこあそびやドッジボール、鬼ごっこ、お兄さんやお

姉さんの遊びに興味をもった年下の子どもたちが自分たちもやりたいと

真似をして遊び、年齢を超えて関わり合って遊んでいます。秋の運動会

は友だちとの絆を深め、気持ちを一つにやり遂げる経験ができました。

ハロウィンのお祭りをしたり、様々な体験をさせていただく機会もあっ

たりして、みんなで保育園生活を楽しんでいます。 

木工体験をしよう！ 

長野県森林づくり県民税を活用した木

工体験活動を経験しました。いろいろな種

類の木を手にして香りを嗅ぎ、手触りを楽

しみながら作っていました。木を切ったり

穴を開けたりする機械も持ち込んでいた

だき、子どもたちの「こういう形に切って

ほしい」を何でも叶えてくれました。 

幼児さんの運動会の練習を 

じっと見入っている 2歳児さん 

おばけ迷路の入り口 

なんだ これ？ 

ランタンに興味津々の 1歳児さん 

運動会 

板のすべり台 
楽しいね！ 

ここに何か
いるよ 

ハロウィンのお祭り 
畑で収穫したかぼちゃでランタンを作り、 

みんなでパーティーをして楽しみました。 

 



 「ひまわりの絆プロジェクト」は、平成 23年、交通事故で

亡くなった京都府の 4歳の男の子のご両親が、男の子が幼稚

園から持ち帰ったひまわりの種を大切に育て、交通事故の根

絶を願い警察官に託したことから始まりました。全国各地で

大輪の花を咲かせています。竜西保育園では、令和２年度か

らこのプロジェクトに参加し、今年も年長さんが種を蒔き、

ひまわりの迷路が完成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひまわりの絆プロジェクト 

初冬のある日、「先生、ほいくえんの あのイチョウが はだかんぼだよ！」と年少さんが話

してくれました。毎日見ている景色ですが、四季の変化に気づき、感じたことを言葉にして伝

えてくれました。泉が丘の自然豊かな環境の下、未満児さんから年長さん 92名の子どもたち

が感性豊かに育っていることをうれしく思います。これからも地域の皆さんに支えていただき

ながら、元気な竜西保育園でありたいと願っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

伊那中学校との合同避難訓練の風景。中学生の皆さんが、子どもたちの歩幅に合わ

せて保育園まで歩いて連れてきてくれました。 

地域運営委員さんから

しめ縄のベースをいた

だきました。 

年長さんが飾りを付け

て、素敵なしめ飾りが

完成しました。 

迷路の形は田にしたよ！ 

子どもの身長と同じくらいの

高さになりました 
大輪のひまわりの花が咲きました

🌻 

未満児さんも迷路の中を探険しています 

ひまわりの種取り作業 
今年の種をお巡りさんへ託しました 

地域の皆さんとの交流は、

保育園を知っていただける

良い機会になっています。 

春の種まき 

地域の皆さんと共に 

家庭科の授業で、伊那中 2年生と交流 
未就園児 ふれあい保育 


